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B5判　22P　歴史

日
本
列
島
で
は
ど
の
よ
う
に
社
会
が
ま
と
ま
り
、
国
家
が

形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
列
島
の
人
々
と
国
家
の
形
成

第
　
　
　節
22

動画

第
2
節
の
問
い

1 三
さん
内
ない
丸
まる
山
やま
遺
い
跡
せき

（青
あお
森
もり
市　三内丸山遺跡センター提

てい
供
きょう
）

今から5900年ほど前から1000
年以上も続いた集落を復元して
います。

大型掘
ほっ
立
たて
柱
ばしら
建物

高
さ
約
15
ｍ

5
階
建
て
ビ
ル
の
高
さ

2
32-1
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2 大型竪穴建物の
復元模

も
型
けい

（千
ち
葉
ば
県佐

さ
倉
くら
市　

国立歴史民
みん
俗
ぞく
博物館蔵）

大型竪穴建物
長さ 32m

竪
たて
穴
あな
住居高

たか
床
ゆか
掘立柱建物

この遺
い
跡
せき
から、

どのような発見
があったのかな。

3
32-2



B5判　22P　歴史

日本列島に新人（➡ ページ）が現れた
のは、今から約４万年前の旧石器時代 3 の
ことでした。そのころは、今よりも気温が
低く、氷河が発達したために海水が減り、

日本列島の形成

22-5

−日本列島の−日本列島の誕誕
たんたん
生生
じょうじょう
と縄文のくらし−と縄文のくらし−

1
日本人のルーツと日本人のルーツと縄縄

じょうじょう
文文
もんもん
時代時代

学習課題学習課題

日本列島に住んだ祖先たちは、どのような生活
をしていたのでしょうか。

日本列島の自然環
かん
境
きょう
と人々の生活の変化に着目

しましょう。

見方・考え方見方・考え方 推移推移

4
32-3



B5判　22P　歴史

海面もずっと下がっていたので、新人は大
陸とのあいだのせまい海

かい
峡
きょう
をわたって、現

在の日本に到
とう
達
たつ
することができたと考えら

れています。それよりも前には、日本列島
が大陸と陸続きになるほど海面が低下し、
マンモス、ナウマンゾウ、オオツノジカな
どの大型の動物が日本列島にもわたってき
ていました 4 。日本列島に入ってきた新
人は、これらの動物を集団で狩

か
りながら、

極寒の時代をくらしていたのです。
　しかし、今から約２万年前の最も寒冷な
時期を過ぎると、気候は温

おん
暖
だん
化へと向かい、

海面も上
じょう
昇
しょう
して、やがて日本列島はほぼ

現在の姿
すがた
になりました。

5
32-4
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今から１万5000年前に、世界に先がけて、
日本をはじめとする東アジアで、食物の煮

に

炊
た
きや保

ほ
存
ぞん
に使う土器が発明されました。

土器は時代と地
ち
域
いき
によって形が異

こと
なり、そ

の表面につけられるかざりもいろいろでし
た。しかし、植物の繊

せん
維
い
でつくった縄

なわ
を押

お

しつけ、転がしたりしてできた縄目の文
もん
様
よう

がつけられていることが多いので、この時
代の土器は縄

じょう
文
もん
土
ど
器
き
7 とよばれています。

このような土器が使われるようになったの
は、気候の温暖化によって、ドングリ、ク
リ、クルミなど、広

こう
葉
よう
樹
じゅ
の森が広がるよう

になり、また、海面の上昇で入
い
り江

え
が形成

されて、魚
ぎょ
介
かい
類
るい
が豊富にとれるようになっ

縄
じょう
文
もん
時代の始まり

6
32-5 33-1
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たことと関係していました。このように、
日本列島で人々が縄文土器を使いながら、
豊かな環

かん
境
きょう
に適応した狩

しゅ
猟
りょう
採集生活 6

を送っていた時代を、縄
じょう
文
もん
時
じ
代
だい

1 といい
ます。

3 岩
いわ
宿
じゅく
で発見された黒曜石の

打製石器
（約７cm　群

ぐん
馬
ま
県みどり市出土　岩宿博物館蔵）

　岩宿遺跡から打製石器が発見された
ことで、日本にも旧石器時代があった
ことが証明されました。

7
33-232-6
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5 土偶
（高さ約27cm　長

なが
野
の
県茅

ち
野
の
市出土　

茅野市尖
とがり
石
いし
縄文考古館蔵）

国宝 リンク

4 約２万年前
の日本列島と
大陸からわたっ
てきた動物

0 1000km

現在の陸地

約2万年前の陸地

マンモスマンモス

岩岩
いわいわ

宿宿
じゅくじゅくナウマンゾウナウマンゾウ

オオツノジカオオツノジカ

8
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1 九
きゅう
州
しゅう
北部や中

ちゅう
国
ごく
地方では、稲

いな
作
さく
も部分的に行

われていたことが明らかになっています。

6 縄文人のくらしのカレンダー
縄文時代の人々は、四季に合わせて

どのような食料を得ていたか、読み取りましょう。
資料活用資料活用

漁

採集
（海）

採集
ノビル

ゼンマイ
ワラビ

イノシシ

シカ

サル

タヌキ

ウサギ
クリ

クルミ

ドングリ
ノブドウ

サケ
タイ

フグ

イワシ

カツオアザラシ

イルカ

クジラ

家づくり

土器づくり

石器づくり

コンブ

アサリ

ハイガイ

ハマグリ

採集
しゅりょう

狩猟

春

秋

夏冬

9
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縄文時代の人 （々➡ ページ）は、森
や川、海辺などで動植物を狩猟・採集する
だけでなく、エゴマやヒョウタン、マメな
どの栽

さい
培
ばい
も行っていました。このようなく

らしのくふうによって、新石器時代の西ア
ジア（➡ ページ）のように本格的な穀

こく

物
もつ
栽培を行わなくても、人々はムラ（集落）
をつくって、同じ場所に住み続けることが
できたのです 1 2 。ムラは、地面を掘

ほ
り

下げた床
ゆか
に柱を立てて、草や木の枝、ある

いは土などで屋根をおおった竪
たて
穴
あな
住
じゅう
居
きょ
1

からなり、そのまわりには、しばしば魚や
動物の骨

ほね
、それにたくさんの貝

かい
殻
がら
の積もっ

た貝
かい
塚
づか
ができました。貝塚には、使わなく

縄文時代の人々のくらし

巻頭1-0

23-6

10
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なった土器や釣
つ
り針
ばり
などの生活用品、貝

かい
輪
わ

や耳かざりのような装
そう
身
しん
具
ぐ
が埋

う
められるこ

ともありました。また人々は、女性をかた
どった土

ど
偶
ぐう
5 をつくり、石を運んできて環

かん

状
じょう
列
れっ
石
せき
（ストーンサークル）などを築くこ

とで、豊かな自然のめぐみを願うまじない
や祭りを行っていました。ひすいや黒

こく
曜
よう
石
せき

などは、交易によって各地にもたらされま
した 8 9 10。

7 縄文土器
（左：火

か
焔
えん

型土器　高さ約47cm　新
にい

潟
がた

県出土　

十
とお

日
か

町
まち

市博物館蔵 

右：高さ約32cm　青森県 東
ひがし

通
どおり

村出土　東
とう

京
きょう

国立博物館蔵）
国宝

11
33-6
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8 ひすいのアクセサリー
（約5.3cm　青森市出土　三内

丸山遺跡センター提供）

　原料のひすいは新
にい
潟
がた
県

の糸
いと
魚
い
川
がわ
産です。

10 ひすいと黒曜
石の交易

青森県にある三内
丸山遺跡と 8 9

の原料の産出地を
確
かく
認
にん
しましょう。

資料活用資料活用

9 矢じり
（長さ1.9cm　青森市出土

三内丸山遺跡センター提供）

　原料は長野県の霧
きり
ヶ
が

峰
みね
産の黒曜石です。

三内丸山

糸魚川

白滝

十勝

霧ヶ峰・和田峠

樺太（サハリン）・
シベリアへ

箱根

神津島

隠岐

姫島

腰岳

朝鮮
半島へ

さん

いと

ない

い

まる やま

がわ

しら たき

から ふと

と かち

きり が みね わ だ とうげ

はこ ね

こう づ しま

お き

ひめ じま

こし だけ

ちょうせん

0 500km

こくよう せき
ひすいの交易範囲
ひすいの原産地

黒曜石の原産地
黒曜石の交易範囲

はん い

日本文教出版_中学校歴史（令和7年）
Re202_01_10ひすいと黒曜石の交易

2022年12月　地図作成：ジェイ・マップ

新規作成

12
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確認確認

縄文時代の人々の衣食住や習慣を、本文や資料
から書き出しましょう。

縄文時代の衣食住や習慣から、どのように生活
が向上したのか説明しましょう。

表現表現

13
33-8
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条
約
改
正
、
日
清
・
日
露
戦
争
は
、
日
本
に
ど
の
よ
う
な

影え
い

響き
ょ
う

を
あ
た
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

日に
っ

清し
ん

・
日に

ち
露ろ

の
戦
争
と
東
ア
ジ
ア
の
動
き

第
　
　
　節
55

第
5
節
の
問
い

列強は、どのよう
な地

ち
域
いき
に進出して

いるかな。

2
196-1
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赤
　
　
道

東
京

ウ
ラ
ジ
オ
スト
ク

カ
ル
カ
ッ
タ

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

モ
ス
ク
ワ

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

ロ
ンド
ン

ホ
ン
コ
ン

香
港

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

日
本

ハ
ワ
イ
諸
島

フ
ィ
リ
ピ
ン

エ
チ
オ
ピ
ア

リ
ベ
リ
ア

ロ
シ
ア

イ
ギ
リ
ス
ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

が
っ
しゅ
うこ
く

清し
ん

し
げ
ん

れ
っ
き
ょ
う

０
°

ス
エ
ズ
運
河

パ
ナ
マ
運
河

シ
ベ
リ
ア
鉄
道

列
強
が
内
陸
の
資
源
を
運
ぶ
た
め
に
ア
フ
リ
カ
各
地
に
建
設
し
た
鉄
道

列
強
の
侵
略
方
向

日
　
　
本

ロ
シ
ア

フ
ラ
ン
ス

ア
メ
リ
カ

ド
イ
ツ

イ
ギ
リ
ス

し
ん
り
ゃ
く

イ
ギ
リ
ス
領

ア
メ
リ
カ
領

日
　
　
　
本

ド
イ
ツ
領

フ
ラ
ン
ス
領

そ
の
他
の

植
民
地

ロ
シ
ア
領

1
20
世
紀
初
め
の
世
界

3
196-2
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−条約改正を成功させよ−−条約改正を成功させよ−
1
列強の動向とアジア列強の動向とアジア

学習課題学習課題

なぜ、日本はこの時期に条約改正を実現するこ
とができたのでしょうか。

日本が条約改正に成功した時期と、東アジアをめ
ぐる列強の動きに着目しましょう。

見方・考え方見方・考え方 つながりつながり

44
196-3
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19世紀後半には、イギリスだけでなくフラ
ンス・ドイツ 1 ・アメリカでも産業が急
速に発

はっ
展
てん
しました。これらの国々では、少

数の大企
き
業
ぎょう
や大銀行が国の経

けい
済
ざい
を支配し

ました。また原料や製品の市
し
場
じょう
を海外に

求め、鉄道・鉱山・工場を設けて住民を安
い賃
ちん
金
ぎん
で働かせ、多くの利益を得ようとし

ました。これらの国々にロシアを加えた列
強（ ）は、植民地（➡ ページ

）を求めてアジアやアフリカへ軍事
力による侵

しん
略
りゃく
を重ね、相

そう
互
ご
に対立してい

きました。このような動きを帝
てい
国
こく
主
しゅ
義
ぎ
1

といいます。

アジアとアフリカの植民地

基本用語基本用語 111-2

基本用語基本用語

55
196-4
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列強
資本主義の発達にともない、政治的・経済的・軍事
的に強国となった国で、他の国や地

ち
域
いき
を 従

じゅう
属
ぞく
させ

たり、植民地として支配したりした、主に欧米の大
国をいいます。

基本用語基本用語

1 ドイツ帝国は1871年、イタリア王国は1861年
と、その国家形成はイギリスやフランスに大きく遅

おく

れましたが、ドイツは後発の帝国主義国家として台

頭し、イタリアも19世紀末には植民地獲
かく
得
とく
に乗り

出しました。

6
196-5
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日本は、近代国家として列強とも対等な地
位を得るため、幕

ばく
末
まつ
に列強と結んだ不平等

条約の改正に積極的に取り組んでいきまし
た。1878（明治11）年、アメリカが最初に
条約改正に応じましたが、日本が近代国家
としてのかたちを整えていないことを理由
にイギリスなどが反対したため、実現しま
せんでした 2 。1880年代には、東

とう
京
きょう
に

鹿
ろく
鳴
めい
館
かん
を建てて、外国人を招いた舞

ぶ
踏
とう
会
かい
3

を開くなどの欧
おう
化
か
政
せい
策
さく
を進めました。欧

おう
米
べい

をモデルとした法
ほう
律
りつ
を整備し、さらには裁

さい

判
ばん
官
かん
に外国人を採用するといった方法で、

相手国の同意を取りつけようとしました。
しかし、国民の反対によって実現しません

条約改正の実現

7
197-1196-6
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でした。
　やがて日本が立

りっ
憲
けん
制
せい
国家の体制を整える

と、イギリスがロシアの南下政策（➡
ページ）に対

たい
抗
こう
するうえからも、日本との

交
こう
渉
しょう
に応じました。1894年、陸

む
奥
つ
宗
むね
光
みつ

6 外相のもとで条
じょう
約
やく
改
かい
正
せい
5 に成功し、治

ち

外
がい
法
ほう
権
けん
2 が撤

てっ
廃
ぱい
され、関税自主権も一部認

みと

められました。（ ）治外法権は、そ
の他の国（➡ ページ 1 ）も日

にっ
清
しん
戦争

後に撤廃されました。経済発
はっ
展
てん
に必要な関

税自主権の完全な回復は、日
にち
露
ろ
戦争後の

1911年、小
こ
村
むら
寿
じゅ
太
た
郎
ろう
7 外相によって実現

しました。（ ）

165-0

リンク

171-0

リンク

2 諸
しょ
外国は、条約改正に反対する理由として、日

本の法制度の不備を強調しました。

8
196-7 197-2
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日朝修好条規（➡ ページ）を結んだ朝
鮮は、1880年代に入ると、日本をモデル
に開化政策へと転

てん
換
かん

しました。しかし、国
内にはこれに反対する勢力も強く、 さらに
日本と清

しん
が政治に干

かん
渉
しょう

したこともあって、
朝鮮の政情は不安定でした。
　この間日本は、影

えい
響
きょう

力を強めつつあっ
た清に対抗するため、軍備の増強を進めて
いきました。さらに、ロシアの極東進出に
対する不安が高まると、日本も朝鮮に進出
しなければ日本の安全は守れない、という
意見が強まりました。

朝
ちょう
鮮
せん
をめぐる東アジア情勢

185-0

9
197-3
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2 ノルマントン号事件（和
わ
歌
か
山
やま
市立博物館蔵）

1886年、和歌山県沖でイギリス船が沈
しず
み、イギリ

ス人船長と船員はボートで脱
だっ
出
しゅつ
しましたが、日本

人乗客25人が全員おぼれて亡
な
くなる事件が起こり

ました。ところが、神
こう
戸
べ
のイギリス領事によって船

長ら全員に無罪判決が出ました。日本国内では抗議
の声が高まり、横

よこ
浜
はま
で行われた領事裁判では船長が

有罪となりました。

1010
197-4
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3 鹿鳴館での舞踏会のようす
（貴

き
顕
けん
舞踏の略図　兵

ひょう
庫
ご
県　神

こう
戸
べ
市立博物館蔵）

1111
197-5
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4 当時のようすの風
ふう
刺
し
画

（ビゴー画）
　　　　　　どのようなことを風刺しているか読み
取り、意見を出し合いましょう。
資料活用資料活用

学び合い

12
197-6
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5 条約改正への主なあゆみ

年
一
九
一
一

一
八
九
四

一
八
八
八

一
八
八
二

一
八
七
二

一
八
五
八

条
約
改
正
の
あ
ゆ
み

　ア
メ
リ
カ
と
関
税
自
主
権
の
回
復
に
成
功

小こ

村む
ら

寿じ
ゅ

太た

郎ろ
う

外
相
が
交
渉

　

　イ
ギ
リ
ス
と
治
外
法
権
の
撤
廃
に
成
功

陸む

奥つ

宗む
ね

光み
つ

外
相
が
交
渉

　

　外
国
人
裁
判
官
の
採
用
に
国
民
が
反
対

大
隈
重
信
外
相
が
交
渉（
〜
八
九
）

　外
国
人
裁
判
官
の
採
用
に
国
民
が
反
対

井い
の

上う
え

馨か
お
る

外
相
が
交
渉（
〜
八
七
）

岩い
わ

倉く
ら

使し

節せ
つ

団だ
ん

が
予
備
交
渉

米
・
蘭ら
ん

・
露
・
英
・
仏
と
不
平
等
条
約
調
印

内
政
・
外
交

▲1883年　鹿鳴館完成
　▲1886年　ノルマントン号事件
　　　　　▲1889年　大日本帝国憲法発布
　　　　　　　　▲1894年　日清戦争（～95）
　　　　　　　　　　▲1904年　日露戦争（～05）
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B5判　22P　歴史

6 陸奥宗光
（1844～1897）

（東
とう
京
きょう
都　国立国会図書館蔵)

7 小村寿太郎
（1855～1911）

（東京都　国立国会図書館蔵)
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B5判　22P　歴史

確認確認

日本にとって不平等条約の改正が必要だった理
由について、確

かく
認
にん
しましょう。

憲法の制定など近代国家としての制度の整備や
当時の世界情勢が、条約改正とどのように結び
ついたかを説明しましょう。

表現表現

学習した人物：陸奥宗光、

　　　　　　　小村寿太郎

小学校⑥年
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